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ウェールズの昔話研究と国立歴史博物館
1．はじめに
　このたび、ウェールズ大学との交流協定に
当たって、学部長特別研究費によりウェール
ズを訪れる機会を得た。イギリスの口承文芸
を研究していながら、ウェールズについては、
その言語の特殊性もあり、今までなかなか手
が出せないでいたが、これを機会にウェール
ズの口承文芸についても詳しく知りたいと思
うようになった。
　ウェールズは、イギリスのグレート・ブリ
テン島の西部に位置する地域で、16世紀に
イングランドに統合され、連合王国の一地域
になっているが、民族的にも言語的にも隣接
するイングランドとは全く違った特徴を持っ
ている。イングランドでは、5世紀ごろに大
陸から渡ってきたゲルマン系のアングロ・サ
クソン人の系統をひいて英語が話されている
が、ウェールズは紀元前3世紀ごろに渡って
きたケルト系のブリトン人の系統をひき、ケ
ルト語の一派であるウェールズ語が話されて
いる。
　18世紀ごろまでは、ウェールズのほぼ全
域でウェールズ語が話されていたというが、
その後、産業革命にともない、ウェールズに
鉱山や工場で働くために労働者がイギリスの
ほかの地域から押し寄せ、ウェールズ語は英
語に主要言語の座を明け渡した。その後、20
世紀になって、英語によるラジオ・テレビ放
送、映画などが広がり、英語の影響力はます
ます強いものになっていった。そして、20世
紀末までにはウェールズにおけるウェールズ
語を話す人たちの割合は20％以下にまで落
ち込んだと言われている。
　ウェールズでウェールズ語を話す人たちの
割合が20％以下であると言っても、それは
首都カーディフを中心に、イングランドに隣
接する東部の人口が集中する地域に英語を話
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　ウェールズはイギリスの一地域でありながら、隣接するイングランドとは異なる文化的特徴を持っている。
現在ではネイティブの話者は20%近くにまで落ち込んでいるが、ケルト系のウェールズ語が話され、アン
グロサクソン系のイングランドとは異なる文化を現在にまで伝えている。
　ウェールズの首都カーディフの郊外セント・ファガンズにある国立歴史博物館は、ウェールズの伝統的な
人々の暮らしを後世に伝えるために様々な取り組みを行っている。ひとつは歴史的な建物から、伝統的な暮
らしにかかわる道具や日用品、民芸品などの収集・整理・展示、そしてもうひとつはウェールズの失われつ
つある伝統文化をフィールドワークによって調査することである。そうして集められた民俗資料はアーカイ
ブに整理・保存されている。
　本稿では国立歴史博物館のコレクションおよびアーカイブの資料について触れながら、博物館がウェール
ズの民俗学、昔話研究に果たした役割について紹介する。
Wales is a peninsular part of the Great Britain, which sticks out westward into the Irish Sea, bordering
England on the east.  Welsh people have a Celtic origin and have a unique culture different from that of the
English.  Since its language is also quite different from English, the language itself may be an obstacle to
study Welsh culture.
St Fagans National History Museum has been playing an important role in Welsh folklore studies since its
foundation in 1948.  Its collection includes historical buildings and such materials as agricultural tools, domes-
tic utensils and costumes, musical instruments, folk crafts, various kinds of manuscripts, and books.  The
museum also has concentrated on field work around Wales and accumulated a huge amount of materials
such as audio-visual recordings, films, photographs, and manuscripts, most of which are invaluable records
of the old Welsh daily life that died out years ago.  The museum has four kinds of archives to store and
organize these collections from its field work: sound archives, manuscript archives, film archives and photo-
graphic archives.
The sound archives include material relating to Welsh oral tradition such as folk narratives, linguistics, folk
songs, and folk beliefs.  Robin Gwyndaf, a member of the museum staff, has recorded most of the folk tale
materials in the sound archives.  The Welsh folktales are divided mainly into three categories: magic and the
belief in the supernatural, history and tradition, and humour.
St Fagans National History Museum indeed has unique characteristics and plays an important role in pre-
serving traditional Welsh culture.
Folklore Studies in Wales and the National History Museum
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す人が多くいるためで、北部、西部の方では
今でも半分以上の人がウェールズ語を話して
いると言われているし、ウェールズの言語や
文化を守ろうとする取り組みも広く行われて
いる。
　今回はその中でもウェールズの国立博物館
（the National Museum of Wales）のひ
とつである国立歴史博物館（St Fagans
National History Museum）を中心に、
ウェールズの文化を守る取り組みと昔話研究
への貢献について述べることにする。
2．ウェールズ国立歴史博物館
　ウェールズ国立歴史博物館は、カーディフ
郊外のセント・ファガンズに1948年にオー
プンした。開設当時はウェールズ民俗博物館
（Welsh Folk Museum）と呼ばれていたが、
その後、1998年（？）にウェールズ生活博
物館（Museum of Welsh Life）と名称が変
わり、2006年に歴史博物館に変わって、現
在に至っている。英語名称の方はこのように
2度変えられているが、ウェールズ語の名称
は開館以来ずっとウェールズ民俗博物館
（Amgueddfa Werin Cymru）で変わってい
ないという。一般的には所在地の名前をとっ
て「セント・ファガンズ（St Fagans）」と
呼ばれることが多い。
　博物館の最大の特色は屋外展示で、ウェー
ルズ各地から様々な建物が集められ、敷地内
に再建されている。その数は40以上にのぼ
り、先史時代のケルトの村や木の柱の輪
（timber circle）を再現したものから、中世、
近代の農家、商家の家屋や学校、郵便局まで、
当時のウェールズの人々の実際の生活が再現
されている。また、農場には生きた家畜が飼
育されており、農作業の実演なども毎日行わ
れている。室内展示の方は、衣服や農機具な
どの生活用品やラブ・スプーンなどの民芸品、
楽器などこちらも人々の日々の暮らしを伝え
るものが多く展示されている。また、博物館
の敷地内では聖デービッドの日や五月祭、ハ
ロウィーンなどの祝日やウェールズの伝統的
な結婚式などの催し、子ども向けの体験イベ
ントなど、実際に伝統的なウェールズの暮ら
しを体験できるような催しも定期的に行われ
ている。
　博物館では、こうした公に展示されたもの
以外にも多くのコレクションを集めている。
歴史博物館では特に中世から現代に至る
ウェールズの人々の毎日の暮らしを記録、保
存するため、主に7つの部門で資料を収集、整
理し、調査、研究を行っている。すなわち、
　1．歴史的建造物
　2．集団生活に関するコレクション
　3．家庭、および衣類のコレクション
　4．農業、工芸、交通に関するコレクション
　5．文化的生活に関するコレクション
　6．各種アーカイブ（資料保管所）
　7．図書館
である。
　1の歴史的建造物については、博物館の敷
地内に移された40余りの建物のほか、建て
られた場所にそのまま立っている二つの建物
がある。建物だけでなく、室内の装飾品など
の付属品も一緒に集められている。
　2の集団生活に含まれるものは、商売や取
引に関する品物で、金物屋や雑貨屋、その他
の店の品物、あるいは、医学、法律、教会な
どに関する品物である。
　3の家庭、衣類に関するコレクションは多
岐にわたるが、室内の内装品や家具、流行の
服から普段着、制服、職業にまつわる服装、ア
クセサリー、調理器具、酪農用品、家庭用品、
食器、装飾品、家庭用布地などを含む。なか
でも、時計や農家の家具、19世紀、20世紀
の女性の服のコレクションを豊富に持ってい
る。
　4では、18世紀末から20世紀半ばの農業
用の道具や乗り物、機械を広く集め、どれも
ウェールズの製造業に深くかかわるものであ
る。工芸のコレクションは工業化途上の
ウェールズの田舎の労働生活を表すものであ
るが、木工や皮細工、金属加工品のほか、籠
作りや製粉、焼き物、その他の田舎の仕事を
表している。繊維関係の工芸品では、キルト
や刺繍、レース作り、仕立て、織り機、毛織
物などがある。
　5の文化的生活に含まれるものは、音楽や
言い伝え、習慣、文化、教育、社会施設、民
衆文化、スポーツ、子どものおもちゃやゲー
ムなどである。
ウェールズの昔話研究と国立歴史博物館
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　6の各種アーカイブは、フィルムアーカイ
ブ、手稿アーカイブ、写真アーカイブ、音声
アーカイブの4つの分野がある。なかでも、視
聴覚アーカイブにはおよそ11,000の録音資
料があり、そのうち9000は博物館のフィー
ルド調査による記録である。記録された口承
の資料は民間説話、言語学、民間医療、伝統
音楽、民間伝承と習慣、オーラル・ヒストリー
などがある。また470本のフィルムコレク
ションは博物館のスタッフによる歴史的な記
録である。手稿アーカイブは33,000以上の
文書からなり、ウェールズの民俗学に関する
ものである。それに加えて、250,000の写
真があり、過去、現在の暮らしを写真で記録
している。それぞれのアーカイブには専門の
スタッフがおり、ひとつの資料について、何
種類かのインデクスが作られ、カードの形で
ファイルされている（写真）。たとえば、昔話
や伝説の資料については、それぞれの内容に
したがって分類するほか、被調査者（イン
フォーマント）別のカードも作られ、名前、出
身地、住所、生年月日、職業、両親・祖父母
の出身地、調査時の状況などについて記入し、
ファイルされている。
　7の図書館では、40,000冊以上の書籍と
200タイトル以上の民俗学研究に関する雑誌
を揃えている。おもに博物館のコレクション
やウェールズの社会・文化史に関する学術的
出版物については、特に参照できるように
なっている。
　博物館では、このようにさまざまなコレク
ションを収集・保存するだけではなく、独自
の研究プロジェクトを立ち上げ、研究・調査
が進められている。
3．博物館のフィールド調査
　博物館による口頭伝承のフィールド調査が
始まったのは1957年のことである。当時失
われつつあったウェールズの民俗、特に
ウェールズ語の方言の保存が緊急の課題で
あったという。博物館は1960年にウェール
ズ南東部のグラモーガン州（Glamorgan）で
エヴァン・ビーバン（Evan Bevan）の調査
を行っているが、その記録が今では忘れられ
てしまったその地域の伝承の貴重な証言であ
ると同時に、エヴァンはその地域で生まれな
がらにウェールズ語を話す最後の話者のひと
りでもあった。
　博物館のフィールド調査の最初の主なス
タッフはヴィンセント・フィリップス
（Vincent Phillips）であるが、口頭伝承に関
して、伝承や人々の生活、昔の記憶などを聞
き集めた。当時は電気の通っていない村もあ
り、車に自家製発電機を乗せて、ウェールズ
各地を回ったという。やがて、彼の目的は
ウェールズの人々の生活のあらゆる要素を記
録することになり、フィールド調査のインタ
ビューだけでなく、公刊された音声資料や文
書、写真なども利用した。また、民謡（フォー
クソング）の収集を始めたのもヴィンセン
ト・フィリップスだった。おもに年配の人々
に子どもの頃の歌を聞いて回り、できるだけ
古い歌を完全な形で残そうとした。そうした
歌い手のほとんどは人前で歌ったことがな
かったような人たちだったが、そうして集め
られた資料がウェールズの民謡研究に大きく
貢献している。
　フィリップスの後を受けて、1963年から
民謡調査に加わったのがデイヴィッド・ロ
イ・セイアー（David Roy Saer）である。
ウェールズ各地で、歌だけでなく、歌い手が
その歌を最初どのように聞いたかも合わせて
記録し、民謡の歴史を研究するようになった。
現在はウェールズの民俗音楽の専門家として
多くの著作を出しており、2000 年には
ウェールズ民謡学会（Welsh Folk Song
Society）の会長に選出された。
　散文による民間説話のフィールド調査を担
当したのが、ロビン・グインダフ（Robin
Gwyndaf）である。1964年に博物館のス
タッフに加わって以来40年以上にわたって、
ウェールズの民間伝承の収集に携わった。
3000人以上を調査し、そのうちおよそ450
がテープに収められており、長さにするとお
よそ700時間になる。内容のほとんどは昔
話、民間伝承、民間信仰に関わるもので、お
よそ 20000 項目に亘る。グインダフは
2008 年に博物館を退官したが、現在は
ウェールズ語と英語で本を執筆中だそうで、
40年以上にわたる調査の成果をまとめると
ともに、ウェールズの昔話をあらゆる面から
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包括的に概観するものになるだろう。
4．博物館のアーカイブ
　上でも述べたように、博物館のアーカイブ
では4種類の資料を扱っている。
　中でもメインは音声アーカイブで、ほとん
どがウェールズ語によるものである。主に地
方の方言、伝統的な生活様式が姿を消しそう
な地域のインフォーマントから録音したもの
が多いからであるが、英語による記録もかな
り含まれている。古いものはオープン・リー
ルのオーディオテープに記録されているが、
新しいものはDVDが使われている。
　もうひとつ音声アーカイブで特筆すべきな
のはウェールズ民謡学会の主要メンバーで
あったレディー・ルース・ハーバート・ルイ
ス（Lady Ruth Herbert Lewis）が1910
年から 1913 年にかけてカーディガン州
（Cardigan）で記録した民謡など音楽に関す
る資料である。それらはエジソンが1877年
に発明した蓄音機の筒に録音されていた。
1969年、ルースの娘である　キティー・イ
ドウォル・ジョーンズ（Kitty Idwal Jones）
が博物館に寄贈したものである。当時それら
の蝋性の筒に記録された音声は再生不可能だ
と見られていたが、最新技術のおかげで、最
近になってそのかなりの部分が再生され、12
のトラックがCDに移されている。
　音声アーカイブではこの蓄音機の筒のほか、
9000以上のフィールドでの記録、BBCが記
録したテープやディスク、1000以上の市販
のディスクを保管している。
　フィルムアーカイブはおよそ50 時間の
16mmフィルムを所有しているが、その多く
は1970年代に急速に消えつつあった伝統的
な生活様式を収めたもので、伝統的な農業技
術や調理、工芸などが収められている。また
テレビ局との共同で作られたフィルムもある。
1960年代のクリスマスの行事であるマリ・
ルイド（Mari Lwyd）やウェールズのジプ
シーの木靴踊りフウェル・ウッド（Hywel
Wood）の映像、ウェールズ語による最初の
トーキー映画なども貴重な資料の一部である。
　手稿アーカイブに納められているのは、農
家の日記や職人の帳簿、年季奉公の契約書、家
畜の管理簿、入札の手紙、学校の練習帳、在
庫一覧表、ウェールズの音楽祭アイステズボ
ドの歌、調査報告、バラッドなどの歌などで
ある。その他1930年代に国立博物館が行っ
たウェールズの民俗文化に関するアンケート
への回答やウェールズ大学が行った農業語彙
に関するアンケートの回答も所蔵している。
　中でも最も重要な情報源になっているのが
1960年代に博物館の口頭伝承および方言部
門がウェールズのある分野の専門知識を持つ
人達に送った「回答集（Answer Books）」で
ある。ここには昔ながらの農業のやり方、市、
薬やその他の習慣、娯楽、伝統的食事、工芸、
方言やことわざ、19世紀末以降のウェール
ズの田舎の生活の記憶などが含まれている。
　写真アーカイブにはおよそ150000のネ
ガとプリント、15000のスライドが保管さ
れている。博物館が開設された1948年以降
に撮りためられたウェールズの人々の暮らし
の写真が当時のまま、あるいは複製された形
で残されている。こうした写真は研究者や出
版社、新聞、雑誌などに利用されている。
5．ウェールズの昔話
　ウェールズの民間説話として一番知られて
いるのは11世紀から13世紀にかけて作ら
れた『マビノギオン（Mabinogion）』である
が、それ以降華々しい魔法昔話や昔の神々の
話、英雄の話を数々語るような職業的な語り
手は現れなかった。しかし、ウェールズにお
いて語りの伝統は今でも生き続けており、現
在の生活を映すような笑い話や短い逸話など
に重きが置かれている。
　ウェールズの昔話は3 つのおもなカテゴ
リーに分類される。ひとつ目は魔法昔話およ
び超自然的なものに対する信仰である。魔法
昔話は現在では少なくなってしまったとはい
え、なお伝承自体は生き続けている。語られ
る類話はずいぶん短いものが多いが、そこに
は中世のマビノギオンの時代に特徴的だった
魅力的な魔法の雰囲気を今も伝えるものであ
ると言う。主人公に望みの物を与える魔法の
指輪や、浦島太郎のようにこの世とは時間の
流れの違う他界訪問について語るものなどは
その一例である。ウェールズでは長い国際話
ウェールズの昔話研究と国立歴史博物館
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型の魔法昔話は今ではほとんどなくなってし
まったが、短い地方伝説の中に、超自然的な
ものに対する信仰が数多くみられる。
　二つ目は歴史的伝承である。中世の語り手
や詩人は歴史や伝承、民族の系譜などを伝え
る役割を担っていたが、ウェールズにおいて
もペンケルズ（pencerdd）と呼ばれる王侯
貴族に仕える詩人がいた。こうした詩人たち
が伝えていた物語（伝説）が今にも伝わって
いる。そのおもなものとしては、アーサー王
やマーリンなどの昔の（偽）歴史的人物につ
いての話、国民的英雄オウェン・グリンドゥ
ル（Owain Glynd r）や海賊バルティ・デュー
（Bart  Ddu）などの実在のウェールズの有名
人についての話、よく知られた地方の人物に
ついての話、地方の歴史的出来事についての
話、地名や洞窟、泉、湖、橋などにまつわる
話がある。
　三つ目がユーモアを交えた話である。これ
は大きく4つにわけることができる。ひとつ
目はほかの国にも似たような類話が見られる
もので、型にはまった登場人物が出てくる笑
い話である。これはウェールズ全域でよく知
られている。二つ目は南ウェールズの炭坑夫
や北ウェールズの石切り工などある特定の社
会的集団の関心などを反映した話。三つ目は
実在の地方の人物にまつわる話として語られ
るこっけいな話。4つ目は身近な人に起こっ
たこっけいな話で、体験実話や伝聞実話に近
い話である。橋の上で寝ていたら川に落ちて
しまったなどという他愛もない話も多いが、
聞いた人がそれをまた他の人に伝えることで
伝承として広がっていく話である。
　こうした話が、家庭内や村の中での伝承、
仕事仲間の中での伝承、農繁期などに集まっ
てきた季節労働者の間での伝承、地方の祭り
や集まりなどの場における伝承、旅人や家畜
の遊牧を行っていた人たちが伝える伝承、旅
館や酒場での伝承によって、その姿を変えな
がら現在に伝わって残っている。残念ながら、
現在では公の場で語る職業的な語り手はほと
んど姿を消してしまい、伝承を伝える人たち
も調査者が聞き出すことでようやく話す機会
を持ったという人たちが多いようである。
　博物館のウェブサイトには9人の語り手た
ちが語る30余りの話が音声ファイルととも
に収められているが、そこには国際的に類話
を持つ魔法昔話、地方伝説、超自然的な話（死
の予兆、妖精や悪魔との取引など）、形式譚、
子どものための話、笑い話、ウェールズの歴
史や社会の生活の変化などを反映した話や伝
承がみられる。これらの語り手も皆職業的な
語り手ではなく、調査で訪れるまで人前で
語った経験のなかった人も多かったと言う。
しかし、このフィールド調査によって、忘れ
去られようとしていた前世紀からの伝承を蘇
らせ、後世に残すことが可能になった。
　日本では『マビノギオン』については近年
いくつかの翻訳も出版され、知られるように
なってきているが、それ以外の現在に伝わる
伝承については『ジプシー民話集』（J・サン
プソン編）ぐらいしか紹介されていない。グ
インダフの『ウェールズの昔話』（Welsh
Folk Tales）も一部は日本語に訳されている
ようであるが、まだまとまった形での翻訳紹
介はないようである。今後、ウェールズの伝
承について研究を進めるとともに、少しずつ
でも日本にその伝承について紹介できるよう
に及ばずながら力を尽くせたらと考えている。
6．おわりに
　この報告をまとめるにあたっては、平成
20年・21年度の文化政策学部長特別研究費
をいただき、2008年8月に現地を訪れる機
会を得た。ウェールズ国立歴史博物館では、
音声アーカイブの副資料管理担当者
（assistant archivist）であるロウリ・ジェ
ンキンズ（Lowri Jenkins）さんに博物館の
アーカイブ内を案内していただき、実際の目
録も見せていただいた。また、ほんの短い時
間であったが、ロビン・グインダフ教授とも
会うことができた。部屋の昔話のインデクス
カードがファイルされたキャビネットの前で
「私のライフワークです（My life work）」と
うれしそうに話しておられた姿が今でも目に
浮かぶ。また、ウェールズ大学トリニティ・カ
レッジのルイーズ・サイモン（L o u i s e
Saimon）さんには、博物館を訪れるにあたっ
て、アポイントメントの電話連絡をしていた
だいた。あらためてお礼を申し上げたい。
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音声アーカイブ。昔話のインフォーマント索
引
テーマごとに分類してインデクスされたカー
ド
資料には個別の番号がつけられ、番号順に
ファイリングされている
Robin Gwyndaf教授とLowri Jenkinsさ
ん
民俗風習について絵と説明をつけてカードに
している
写真はカードに貼られ、説明をつけて並べら
れている
ウェールズの昔話研究と国立歴史博物館
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